
「新しい契約の仲介者イエスの血」        2019 年 01 月 28 日 

ヘブライ人への手紙 12章 18節～24節 あなたがたは手で触れることができるものや、 

燃える火、黒雲、暗闇、暴風、ラッパの音、更に、聞いた人々がこれ以上語ってもらいた

くないと願ったような言葉の声に、近づいたのではありません。彼らは、「たとえ獣でも、

山に触れれば、石を投げつけて殺さなければならない」という命令に耐えられなかったの

です。また、その様子があまりにも恐ろしいものだったので、モーセすら、「わたしはお

びえ、震えている」と言ったほどです。しかし、あなたがたが近づいたのは、シオンの山、

生ける神の都、天のエルサレム、無数の天使たちの祝いの集まり、天に登録されている長

子たちの集会、すべての人の審判者である神、完全なものとされた正しい人たちの霊、新

しい契約の仲介者イエス、そして、アベルの血よりも立派に語る注がれた血です。 

 

「著者」は、あなたがたが近づいたのは「手で触れることができるものや、燃える火、

黒雲、暗闇、暴風、ラッパの音、更に、聞いた人々がこれ以上語ってもらいたくないと願

ったような言葉の声に、近づいたのではありません」と、恐ろしい現象、音、声を挙げて

いる。これは、神がシナイ山に降って、十戒を授与された時に起こった事柄である。出エ

ジプト記 19 章 16 節～19 節に、下記のように書かれている。「三日目の朝になると、雷鳴

と稲妻と厚い雲が山に臨み、角笛の音が鋭く鳴り響いたので、宿営にいた民は皆、震えた。

しかし、モーセが民を神に会わせるために宿営から連れ出したので、彼らは山のふもとに

立った。シナイ山は全山煙に包まれた。主が火の中を山の上に降られたからである。煙は

炉の煙のように立ち上り、山全体が激しく震えた。角笛の音がますます鋭く鳴り響いたと

き、モーセが語りかけると、神は雷鳴をもって答えられた。」また、「民のために周囲に

境を設けて、命じなさい。『山に登らぬよう、また、その境界に触れぬよう注意せよ。山

に触れる者は必ず死刑に処せられる。その人に手を触れずに、石で打ち殺すか、矢で射殺

さねばならない。獣であれ、人であれ、生かしておいてはならない（出エジプト 19：12、

13a）』」と警告されている。更にモーセでさえ、「わたしは、主が激しく怒りに燃え、あ

なたたちを滅ぼされるのではないかと恐れた（申命記 9：19）」と書かれている。古代人の

表現はオーバーであるが、聖なる神の降臨と律法を授与されたことへの、畏怖（敬）と感

謝と喜びを記したものである。 

「著者」は、新しい時代の到来を告げている。「しかし、あなたがたが近づいたのは、

シオンの山、生ける神の都、天のエルサレム、無数の天使たちの祝いの集まり、天に登録

されている長子たちの集会」であると言う。近づき、触れることも禁じられたシナイ山で

はなく、シオンの山に近づくことができると言う。そこは生ける神の都、天のエルサレム

であり、そこでは、天使たちが集まり、神への賛美が歌われ、「命の書」にその名が記さ

れた長子たちの喜びの集会が持たれている。全ての人の審判者である神、完全なものとさ

れた正しい人たちの霊、新しい契約の仲介者主イエス、アベルが流した血より、立派に語

る主イエスの血が注がれている。「信仰によって、アベルはカインより優れたいけにえを

神に献げ、その信仰によって、正しい者であると証明されました。神が彼の献げ物を認め

られたからです。アベルは死にましたが、信仰によってまだ語っています（ヘブライ 11：

4）。」アベルの血に勝る主イエスの血によって、罪が贖われ、天のエルサレムに近づくこ

とができると言っている。 


